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第１回「清瀬」―結核関係者の聖地―

　池袋から西武池袋線で30分，清瀬駅で降りて南口から2番のバスに乗り，三つ目の停留所「複十字病院前」で降

りると，左側に結核予防会複十字病院のレンガ色，そして結核研究所の白い建物が目に入る。右側に看護協会の研

修所，その奥に国立看護大学，そしてその東側に清瀬中央公園があり，その中に「ここに清瀬病院ありき」という

石碑がある。昭和6年に当時の清瀬村に開設された最初の結核療養所である東京府立清瀬病院であった場所を記念

しての碑である。

　当時結核は人に嫌われた差別の対象となる疾患であり，その患者を集めて治療する施設ができるということで，

地元の住民からは強い反対運動が起こり，大変な労苦の末にやっと開設にこぎつけたと承っている。当時の清瀬村

は無医村であり，清瀬病院に勤務する医師が村民に病人が出たときには往診に行くからといって村民の理解を求め

たという話も承っている。一度病院が開設されると，その傍はほかのことには利用しにくいので，次に結核療養所

を作りたいときには，隣接地が候補となり，慈生会のベトレヘムの園が昭和10年に作られ，昭和14年には救世軍の

清心療養園，傷痍軍人東京療養所，上宮教会の清瀬療園が相次いで建設された。翌昭和15年には信愛病院が開設さ

れた。昭和14年に設立された結核予防会も結核研究所を清瀬に作ることになり，附属療養所の建設が始められた。

昭和18年には日本鋼管の清瀬浴風院と，日本鋼管・沖電気の共同による清瀬保養園が開設され，終戦までに清瀬に

は8つの結核療養所が作られていた。いずれも当時の武蔵野電鉄，現在の西武池袋線の南側の地域であり，清瀬村

の住民のほとんどの方が住んでおられた線路の北側の地域とはかなりはっきり分かれていた。

　終戦後の荒廃した環境の中で，結核は強く蔓延し続け，入院を待つ結核患者も多かったため，昭和22年には東京

都職員清瀬療養所，結核研究所附属療養所が開設され，翌昭和23年には都立清瀬小児療養所が開設され，さらに織

本病院と生光会清瀬療養所が加わり，昭和30年代初期の最盛期には，西武線南側の地域に13の結核療養所が集中し，

5千人を超える結核患者が療養していた。全国各地でも，結核療養所がいくつか集まっている地域はあるが，清瀬

ほど集中的に結核療養所がある地域は存在しない。ここで，多くの結核患者が治癒を願いながら，命を賭けた療養

生活を送り，多くの医師や看護師らが，患者を助けて一人でも多くの患者を治そうという努力を日夜展開していた。

　清瀬の結核関係施設の中で，結核研究所は本来結核対策や治療に関連する研究活動を行う機関であり，結核症の

病理学的な研究や細菌学的な研究を行い，その附属療養所，国立東京療養所（傷痍軍人東京療養所から戦後転換），

国立清瀬病院（都立清瀬病院から転換）などの諸施設では，当時目覚ましい進歩をとげつつあった結核医療につい

て，先端的な研究活動を展開しており，清瀬の施設が日本全体の結核治療の研究についてリーダーシップをとって

いたともいえる。全国の国立結核療養所を縦断的に組織した國療化研の事務局が東京療養所に置かれていたことも，

清瀬の重要性を示す一端である。

　結核研究所では研究活動と並行して，結核対策に従事する医師などの研修にも創立以来熱心に従事し，戦後も早

くから研修活動を再開した。多くの医師，保健師，診療放射線技師が清瀬で数か月宿舎に泊まりながら研修を受け，

修了後は全国の結核対策の第一線で活躍してくれた。ここで研修を受けた方々には，「清瀬」は忘れられない名前

である。

　結核研究所では，昭和38年以降英語で行う結核対策に関する国際研修コースを開始した。コースはその後ずっと

続けられ，現在まで97か国から2,100名の研修生が研修を修了し，世界各地で結核対策に従事している。また，研

修生の他に，世界の著名な結核専門家も講師として講義をし，その多くの方は結核研究所の宿舎に泊まっている。

　こうして今や，「清瀬」は結核患者にとって親しみのある地名であるだけでなく，日本の結核対策関係者，そし

て世界の結核対策関係者にとっても，結核の代名詞ともいえる地名になっている。

　連載第1回に「清瀬」を選んだのは，こうした理由による。

結核予防会顧問　島尾 忠男

1.「世界エイズデー」とは
　ＷＨＯ（世界保健機関）は，1988年に世界的レ
ベルでのエイズまん延防止と患者・感染者に対す
る差別・偏見の解消を図ることを目的として，12
月１日を「世界エイズデー」（World AIDS Day）
と定め，エイズに関する啓発活動等の実施を提唱
しました。1996年より，ＷＨＯに代わって，国連
のエイズ対策の総合調整を行うこととなったＵＮ
ＡＩＤＳ（国連合同エイズ計画）もこの活動を継
承しています。日本でもＵＮＡＩＤＳが提唱する
World AIDS Dayに賛同し，その趣旨を踏まえ，12
月１日を中心にエイズに関する正しい知識等につ
いての啓発活動を推進し，全国各地で様々なイベ
ントが実施されています。
　世界エイズデー実施に当たり，毎年キャンペー
ンのテーマを用いて行っています。2009年度は
「Living Together～いま，何をすれば良いのか聴
かせて？～」というテーマです。また世界エイズ
デー実施の普及啓発にあたって，「個別施策層に
焦点をあてた普及啓発」「人権の尊重」「HIV治療
の進歩と検査・早期治療の重要性」などに留意す
るよう，要綱で定められています。世界エイズ
デーキャンペーンには，エイズの理解と支援の世
界共通のシンボルである「レッドリボン」が使わ
れています。

2.厚生労働省･エイズ予防財団と日本全国各地での
取り組み
　12月１日を中心とした前後の日には，厚生労働
省･エイズ予防財団が中心になって全国に向けて普
及啓発のためのキャンペーンの実施を予定してい
ます。
レッドリボンライブと街頭キャンペーン
　今年は厚生労働省が，渋谷のライブハウスで
RED RIBBON LIVE 2009　を11月28日（土）17：
30～21：00に予定しています。これには著名アー
ティスト等による無料招待のライブ＆トークを行
い，若者を中心とした世代に予防啓発のメッセー
ジを発信するイベントです。エイズ予防財団では
このコンサートにあわせ，会場入り口で普及啓発
キャンペーンを行うほか，この日の午後は 渋谷駅
前のハチ公前広場でも街頭キャンペーンを行いま
す。こちらでは，学生ボランティアなども多数参
加し，全国でも有数の繁華街で若者向けにエイズ
予防啓発グッズを配布するなどのキャンペーンを
行う予定です。
即日無料匿名HIV検査
　また，同日28日は，渋谷の道玄坂にある「シブ

2009年　世界エイズデー実施に際して

―12月１日を中心に全国各地で様々な
「世界エイズデー」イベントを実施―

財団法人エイズ予防財団

業務課課長　沢崎　康

ヤ・ネクサス」にてＨＩＶ（エイズ）無料検査も
行う予定です。これはＨＩＶ検査・相談事業の一
環として，ＨＩＶ検査を希望する若者等への検査
が受けやすい環境を確保することを目的として，
エイズ予防財団と，NPO法人HIVと人権・情報セ
ンター（JHC）と渋谷区の３者の協力により実施す
るものです。
エイズ啓発ポスターコンクール
　また エイズ予防財団では毎年，青少年層に対し
て，ＨＩＶ/エイズについて関心をもってもらい，
また考えるきっかけにするため，小学生，中学
生，高校生，一般の部門ごとに最優秀賞，優秀賞
等を選出し，表彰を行っています。その最優秀賞
の中から決定した，普及啓発ポスターから作成し
たポスターを，全国に自治体を通して配布し多く
の人の目の触れるところに掲示します。今年度の
ポスターに採用が決まったのは，中学部門の最優
秀賞で東京都板橋区立桜川中学校の瀬下みくさん
の作品です（図１）。また一般部門の最優秀賞は
岡田将和さんの作品（図２）で，日本では1日平均
4人（以上）の感染が起こっていることを示してい
ます。

インターネットによる啓発及び情報提供
　このほか日本全国各地でも，12月1日の世界エイ
ズデー前後には，地方自治体はじめ，大学や高校
などの文化祭や，地域の催しなどで，NGOと協力
するなど地域に密着した様々な取り組みが行われ
ます。これらの情報は，エイズ予防財団のホーム
ページ（エイズ予防情報ネットhttp://api-net.jfap.
or.jp/）において，全国のイベントの紹介及び検査
相談体制の案内などを掲載し，ご案内していま
す。

（図１） （図2）
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清瀬市周辺地図

信愛病院（昭和20年代頃）

慈生会ベトレヘムの園

信愛病院（現在） 「ここに清瀬病院ありき」碑（現在）

救世軍清瀬病院（現在）

救世軍清心療養園（昭和20年代頃）※現救世軍清瀬病院

清瀬上宮病院（現在）※旧上宮教会清瀬療園

ベトレヘムの園病院

訓練路に設けられたベンチ(現在) 竹丘病院（現在） 清瀬保養園（昭和20年代頃）※現竹丘病院結核患者のための歩行訓練路(現在)

清瀬駅（昭和25年、昭和30年頃）

清瀬病院（昭和20年代頃）
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